
富士通の
教育ビジョン
ー 未来への学び ー



富士通は何のために存在するのか
そのためにわたしたち一人ひとりが何をするのか

わたしたちのパーパスは、
イノベーションによって社会に
信頼をもたらし、世界をより
持続可能にしていくことです。

Our Purpose

Fujitsu Wayについて
https://www.fujitsu.com/jp/about/philosophy/



富士通は、未来を築く鍵は「人」だと考えています。

人と人とがつながり、協力しあいながら創造性を発揮し、大きな価値がすべての人にもたらされる、
それが未来のあるべき姿ではないでしょうか。

一人ひとりの人が持つ能力と可能性をたえず伸ばし、お互いに協力しあいながら、社会全体の力を
高めていくことが、より豊かな未来に向けて求められています。

富士通が人の学びと成長にどのように貢献するかについて
「富士通の教育ビジョン －未来への学び－」としてご紹介します。

富士通は、学びを通して一人ひとりが夢に挑戦できる未来を、
みなさまと共に創っていきたいと考えています。
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Fujitsu Technology and Service Vision （FT&SV）

Fujitsu Technology and Service Visionは、「どのような未来をお客様やパートナーと共に実現したいのか、ビジョンの実現のために
どのようにテクノロジーが人々をエンパワーするのか、どのようなアクションを取るべきなのか」を提言する進化を続けるストーリーです。
2014年から一貫して、テクノロジーを活用し、人の創造性や生産性を高める「ヒューマンセントリック」、データを活用してビジネスにイノベー
ションをもたらす「データドリブン」、エコシステムを構築して社会の課題を解決する「コネクテッド」という変革に求められる三つの重要な
要素に関する洞察を提言してきました。
昨年は、これからの10年の最重要テーマとして、「デジタルイノベーションによるサステナビリティ・トランスフォーメーション」を掲げました。 
2023年、今ビジネスや社会はどのような状況にあるのでしょうか？

Fujitsu Technology and Service Vision 
https://www2.fujitsu.com/jp/vision/
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未来を築く学び1
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社 会の変化

10年後、私たちはどんなふうに暮らしているだろうか？

リンダ・グラットン教授が著書の中で述べているように、
グローバル化や、エネルギー・環境問題の深刻化、
たえず続くテクノロジーによる革新によって、
私たちの暮らしは変化し続けています。

テクノロジーの進展とボーダレス化は、
組織を越えた個人の力の発揮や、
共通の関心を持つ人々との自由なつながりを促します。
また身のまわりにある様々なモノもネットワークでつながり、
そこから生み出される膨大な情報が、
これからの価値の源泉になると考えられています。

変化はとどまることなく急速に進み、
未来の社会は今の延長線上にはありません。
COVID-19 により、困難で複雑な世界に拍車がかかっています。

人は予測のつかない社会で変化に立ち向かい、
新たな解を見出していきます。
そして、未来を築きあげていくのです。

* リンダ・グラットン教授
　ロンドン・ビジネススクール、人材マネジメント論の世界的な権威。
　著書に「未来企業」、「ライフ ･ シフト」、「ワーク ･ シフト」ほか

予測のつかない社会で
変化に立ち向かう
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富 士 通が考える学び

私たちはみな生まれながらにして学習者です。

年代や場所、文化に関わらず、
あらゆること・人から学び続けようとする行動が、
私たちのDNAに深く刻み込まれています。

物事の本質をとらえて理解すること、
その理解を自分の力として実践すること、
多様な人と議論をしながら協働すること、
そしてその過程を楽しむこと。

これらをたえず続けることにより、
今までにない新しい価値を創造し、
よりよい社会を実現することができます。

富士通は、学びを通して一人ひとりが夢に挑戦できる未来を、
みなさまと共に創っていきたいと考えています。

学び続ける人が
未来を築く
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学びのために富士通ができること2



8

富士通が考える大切なこと

富士通の歴史は、お客様と共に新たなことに挑戦してきた歩みです。

富士通は新たなテクノロジーを研究・開発し、それらを通じて社会の課題を解決し、
日々の生活をより豊かにすることを目指してきました。

予測のつかない社会で人が学び続けるために、富士通はテクノロジーを通じて、
人の学びをより身近なものに変えていきたいと考えています。

このとき、富士通が大切だと思っていることは、

探究、挑戦、協働、そして、創造です。

挑戦探究

創造協働
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探 究 挑 戦Learn by Exploring
物事の本質を問い、探究し続ける

Learn by Challenging
未知の体験に思い切って飛び込む

最先端の学びに触れる機会や
実社会に触れることのできる場を提供します

挑戦し評価される場を創出すると共に
社会の一員として富士通自らも挑戦します

探究の出発点となる機会をつくります 挑戦を後押しします

富士通は最新の技術に触れて未来を描くための場や、インターネットでいつ
でもだれでも参加できるオープンな学びの場を提供し、「未来への気づき」
のきっかけづくりに貢献します。
「わかった！」そして「次は何をしよう？」という探究の心を育むことを大切に
しています。知識を実社会と結び付けて学び、今までの知識と組み合わせて
活用するような、アクティブ・ラーニングの視点に立った学びの環境づくりを
支援していきます。

新たに挑戦することや挑戦する人を後押しします。各種コンテストへの支援
やアイデアソンなどのイベントを開催し、様々な人の挑戦をサポートしてい
ます。
富士通自身も次世代のコンピュータの開発や、人工知能（AI）の研究のよ
うな、困難であってもこれからの社会を変えていく夢のある未来創造へ取り
組んでいます。より豊かな社会づくりを目指し、失敗を怖れず、あくなき挑戦
を続けます。
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協 働 創 造Learn by Collaborating
他者と目標を共有し、力をあわせ活動する

Learn by Creating
アイデアをかたちにする

コミュニティを作るためのサービス・ソリューションや
異文化に触れることのできる場を提供します

考えをまとめるプロセスを記録し表現しやすくするサービスや
アイデアをかたちにし発表する場を提供します

多様な人と共創できる場を提供します 思いを言葉やかたちにします

多様な立場の人が意見を出し合い、共有・議論して新しい発見をしながら
解決策を見つけていくことを、サービス・ソリューションの提供やワーク
ショップの企画・開催などを通じて支援していきます。
オンライン上で実際の付箋や模造紙、ホワイトボードを使っているように
遠隔地と議論することもできます。時間や場所を越えて多様な人と協働する
ことが可能になり、様々な意見、考えに触れて、新しいことを生み出す可能
性が広がります。

教育現場では自らのアイデアを形にし、発信力や表現力を磨く活動が実施さ
れています。しかし、現在はその成果やプロセスが記録として残りにくい
状況ではないでしょうか？
富士通は ICTによって、成果やプロセスを記録し活用することを支援します。
それにより、学ぶ人が多くの気づきを得たり、成長の変化を把握することで、
学習意欲の向上とその持続性を保ち、さらなる学びにつながっていくと考え
ます。



富士通の取り組み3
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小中高 大 学 社 会 コラム

上：児童生徒の学習に教員がコメント入力する画面イメージ
下：「デジタル教材提供サービス」提供のイメージ

Fujitsu 初等中等教育向けデジタル教材提供サービス
https://www.fujitsu.com/jp/solutions/industry/education/school/learning/
digital-kyozai-pf/

新学期から使えるデジタル教材のご紹介
https://youtu.be/tgoyo-PZdDw

教育現場のニーズに沿った
デジタル教材を提供
教員が教材を選択して活用

「Fujitsu 初等中等教育向けデジタル教材提供サービス」

長年、学校教育では教科書に沿った教育活動を進めていく上で、ドリルやプリント 
などの紙の図書教材を教員が選定し、授業や家庭学習で活用してきました。そうした
中、2019年に文部科学省が発表したGIGAスクール構想により導入された、児童
生徒用一人1台タブレットにおいて、多くのデジタルドリルが教科書の流れに沿った
出題でなかったため、教科書を使った授業とデジタルドリルを連動させながら、
個に応じた学習を行っていくことに課題がありました。
そこで富士通Japanは、学校教育に寄り添って販売してきた教材会社の優れた図書
教材をデジタル化し、児童生徒がタブレットで学習できるサービスを実現しました。
その場で自動採点も可能であり、間違えた問題を確認しながら納得いくまで繰り返し
学習できるので、児童生徒のより主体的な学びが期待できます。
教員は従来の図書教材と同様に、授業に即した教材を選定し購入できます。さらに
リアルタイムで全体の状況を確認し、必要に応じて個別の児童生徒に解答画面を
通じてコメントするなど、丁寧な支援が可能になります。クラウドサービスとして提供
しているため、タブレットの自宅持ち帰り学習にも対応できます。
従来から行ってきた教育活動に無理なくデジタル技術を取り入れられる点などが
評価され、現在、全国の学校でご利用いただき、のべユーザー数55万人*を突破しま
した。富士通Japanはこれからも教育現場に寄り添ったサービスを開発・提供して
いきます。

*2023年5月時点

富士通Ｊａｐａｎ
・共通プラットフォームの開発
- 手書き文字採点
- 学習状況管理

教材会社

Fujitsu 初等中等教育向け
デジタル教材提供サービス

教材作成機能

共通プラットフォーム

手書き文字採点
児童・生徒管理機能
- 年度更新サポート
- 学習状況管理

販売代理店 小中学校・高等学校 自宅
・デジタル教材の開発
・紙教材のデジタル化

提供
販売
契約

訪問
販売

手書き解答
自動採点

学習状況
の把握

デジタル教材
開発・公開 デジタル

教材
デジタル
教材

持帰・自宅学習可能
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院内学級と水族館を結んだ遠隔校外学習の様子

関西学院大学と富士通、5Gを活用した遠隔教育の実証実験を実施
https://pr.fujitsu.com/jp/news/2020/02/28.html

先端技術を活用した
遠隔教育プロジェクト
誰一人取り残さない教育、Society 5.0時代の
質の高い教育を目指して

社会課題であるSDGs*目標4「すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を提
供」では、誰一人取り残さない教育の達成に向けた対応が世界的に求められていま
す。また、文部科学省は、Society 5.0時代の質の高い教育の実現のため、これか
らの教育現場には5G、VR*なども含めた先端技術の活用を推進しています。
誰一人取り残さない教育の観点で見ると、院内学級の児童生徒は、病院を出ること
ができず、校外学習などへの参加機会に制約があり、心身の成長に必要な基礎的な
体験が不足がちになる課題があります。
そこで、関西学院大学と富士通は、水族館や特別支援学校などの協力を得て、病気
などにより校外学習参加が困難な児童生徒を対象に、5Gでの高精細映像伝送、
VR、水中ドローンなどの先端技術を用い、水族館と院内学級をリアルタイムで結
んだ遠隔校外学習の共同研究を実施し、海や生き物への学びを深める体験を提供
しました。
結果、新たな体験創出により子どもたちの生きる力の向上へ寄与すると共に、これ
からの時代に有用な先端技術を活用した教育指導方法の可能性を見出しました。
今後も富士通は、5Gや高精細映像伝送などのICT技術を活用し、すべての人々へ
質の高い教育の提供を目指して貢献していきます。

*SDGs：Sustainable Development Goals 2015年に国連で採択された持続可能な開発目標
*VR：Virtual Reality 仮想現実

小中高 大 学 社 会 コラム
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職員の業務スリム化 学びの個別最適化

Sustainable Service　ずっと使える

Automation
自動化

Simple UI
わかりやすく

Open Connect
様々なつながり

Personal Data
Analytics
分析

大 学 社 会学生

経営
可視化

データ
統合

業務
最適化

継続的な
業務・サービス

改善

オープンな
つながりによる

変革

サービス
連携

地域
貢献

学習履歴
活用

教職員 経営者

継続性

Fujitsu 文教ソリューション　Campus-Xs
https://www.fujitsu.com/jp/solutions/industry/education/campus/
business/campus-xs/

上：「Shifting to Learner-Centric with you」コンセプトイメージ
下：「Campus-Xs」のポータル画面イメージ

Shifting to Learner-Centric with you

大学DXを支える基幹サービス
Fujitsu 文教ソリューション　Campus-Xs

近年、リカレント・リスキリングが政府戦略に盛り込まれ、社会人の学び直しに注目 
が集まる動きや、遠隔授業で修得できる単位数の上限が一部緩和される見通しと 
なるなど、学修者のニーズに合わせた柔軟な教育環境の提供が大学に求められて 
います。このような環境変化に対応すべく、富士通Japanは「Shif t ing to 
Learner-Centric with you」をコンセプトに大学DXを支える基幹サービス
「Campus-Xs」を提供し、学修者本位の教育実現を支援しています。
学修者本位の教育実現には、「職員の業務スリム化」と「学びの個別最適化」の両
輪が必要だと当社は考えます。
「Campus-Xs」は、大学基幹システムとして提供された業界で初めてのSaaS
です。これによりハードウェアやOSの寿命にとらわれることなく、常に最新の環境
を利用可能となり、システムの調達や運用・管理などの業務負荷が大幅にスリム化
されます。
また、多学期制を含む多様なカリキュラムに合わせた柔軟な大学運営にも標準対応
するなど機能強化を図っています。さらに大学事務とLMS*を統合したことで、成績
などの結果に加え、学生の学修行動に係るデータもまとめて一元的に蓄積・管理
することが可能となっています。これらのエビデンスデータを活用し、学びの個別
最適化を支援していきます。
今後は地域や他大学との連携に向けて、学内外の学修機会のマッチング支援や、 
大学間連携、学修履歴のデジタル化とその活用促進を通して、知の拠点となる大学
のDX推進を支援していきます。

*LMS：Learning Management System

小中高 大 学 社 会 コラム小中高 大 学 社 会 コラム
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小中高 大 学 社 会 コラム

上：海外連携校との授業の様子（オンライン授業支援システム活用）
下：超大型 LED による Global Smart Classroom のデジタル環境※

※千里山キャンパスのみに設置。他キャンパスは大型 LED にて対応。

文部科学省　デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/sankangaku/1413155_00003.
htm

関西大学　KU-DX
https://www.kansai-u.ac.jp/ku-dx/

DX推進構想「KU-DX」に基づき
新たな学びの空間を共創
関西大学　文部科学省「デジタルを活用した大学・
高専教育高度化プラン」の取り組み

関西大学では「関西大学DX推進構想：KU-DX」のもと、インクルーシブでボーダ
レス、インタラクティブな学びと教育の実現に向け、時間や空間の制約そして言語
の壁を取り除いたグローバルDX教育に取り組んでいます。また、学修管理システム
「関大LMS」で学修履歴・習熟度を元に学修成果の可視化に取り組むなど、デジタ
ル技術を活用した新たな教育手法を創出しています。
富士通Japanはオンライン授業を支援するシステムおよび教室のデジタル化を推進
し、物理的距離の制約を受けずに各キャンパスや海外連携大学をつないだハイフ
レックスな授業環境を実現するGlobal Smart Classroomを関西大学と共創
しています。対面およびオンラインでの参加を可能とし、いつでも、どこでも、だれ
とでも共に学べる環境を創り出します。
教室内と遠隔より参加する教員・学生が自在に交じり合うハイフレックス教育のス
タンダード化により、すべての参加者に一体感と、同質かつ公平な参加機会を提供
します。異なる文化や言語を背景に持つ教員・学生は新しい空間で学ぶことで、学ぶ
過程そのものが異文化共生社会となり、より深い学びを得ることができます。
関西大学ではDX教育に必要なインフラおよび環境整備などを通じて、次世代社会
に適合した真のスマートキャンパスの創出を推進していきます。
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小中高 大 学 社 会 コラム

上：「ひらめき・こと・もの・ひと」づくりプログラム概要
下：目標・到達度登録画面イメージ

Fujitsu 文教ソリューション　Campus-Xs
https://www.fujitsu.com/jp/solutions/industry/education/campus/
business/campus-xs/

東京都市大学「ひらめき・こと・もの・ひと」づくりプログラム
https://hirameki.tcu.ac.jp/

知識集約型社会を支える
人材育成事業を支えるサービス開発
東京都市大学「ひらめき・こと・もの・ひと」づくり
プログラムの学修成果可視化

これまでの一般的な大学カリキュラムは、学生自身が興味のある科目を各専門分野
の中から選択して受講することで専門性を高めるプログラムでした。しかし、複雑化
する現代社会においては、従来の手法では解決できない問題も多々あり、そういっ
た状況においては、文理横断、分野融合による全体最適解的思考アプローチが求め
られています。
東京都市大学ではこのような社会の変化に対応するためには、既存の教育では従
来型の人材しか育成できないと考え、学部の枠や大学教育に対する固定概念をす
べて取り払った、今までにないプログラムを誕生させました。本プログラムは文部
科学省2020年度大学教育再生戦略推進費「知識集約型社会を支える人材育成
事業」に採択され推進しています。これまでの独立した科目ではなく、科目間を連携
し、身に着く力を可視化することで、目標を明確化し、そして学生自身もその目標に
向けた到達度を都度確認することで、学修計画の見直しを行うことができます。
履修や成績を管理しているCampusmate-J（Campus-Xs*の前身）に対し、
新たに目標と到達度の管理機能を開発し、一元管理できるよう進めています。さら
に2022年度には管理だけでなく、教員が登録した目標・到達度を基に学修成果の
可視化まで行うことで、この「ひらめき・こと・もの・ひと」づくりプログラムの運用
を富士通Japanは支援していきます。

*Campus-Xs：大学事務（Campusmate-J）とLMS（CoursePower）を1ブランドに統合した製品
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ワークショップをファシリテートするフィールド・イノベータ

日本工学院専門学校・日本工学院八王子専門学校
https://www.neec.ac.jp/

大学ソリューション　導入事例
https://www.fujitsu.com/jp/solutions/industry/education/campus/case-studies/

KGI･KPIを活用した
教育マネジメントを支援
日本工学院専門学校・日本工学院八王子専門学校
フィールド・イノベーションをいかした業務支援サービスの提供

学校法人片柳学園傘下の日本工学院専門学校・日本工学院八王子専門学校では、
「若きつくりびと」の育成を目指して「学生第一主義」の徹底を図るため、教育の
質保証やその可視化に取り組んでいます。

具体的には、教育活動での様々な課題を明確にして、すべての学科で共通の評価が
できる指標（KPI*）の設定を行っています。その指標を総合的に俯瞰して学園全体
の目標（KGI*）の達成を目指しています。教職員の日ごろの活動をきちんと数値化
して評価、組織的な支援を行うために専任部署が中心となり活動を推進しています。

富士通Japanは、このKGI･KPIを活用した教育マネジメントの推進を支援すべく、
現場に深く入りお客様と一緒に課題解決に当たるフィールド・イノベータが、教育
分野で培った知見の提供やデータ分析の支援を行ってきました。「第三者の視点も
入れた客観的な気づきや評価が重要である」という学園の思いに応えるべく協働
しています。

今後は専任部署が自らだけで課題に対する対策の確実な実行や、結果の評価、見直し
などPDCAサイクルを組織的に回していくため、次のステップへと向かっていきます。

*KPI：Key Performance Indicator
*KGI：Key Goal Indicator
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Webギャラリー

博物館・美術館・デジタルアーカイブソリューション
https://www.fujitsu.com/jp/solutions/industry/education/social/museum/

「Webギャラリー」で
収蔵品の魅力を最大限に
デジタルアーカイブシステム

「Musetheque（ミューズテーク）」

博物館や美術館ではこれまで来館者向けに各種展示会を行ってきましたが、コロナ禍
により来館や企画そのものが困難になっています。また従来の展示会では物理的な
空間スペースの制約もあり、展示されることのない収蔵品も多いという課題がありま
した。
デジタルアーカイブシステム「Musetheque（ミューズテーク）」は、収蔵品を検索で
きる情報公開システムをはじめ、特長の1つである「Webギャラリー」によりこれらの
課題を解決します。
「Webギャラリー」はテーマやストーリー性を持たせた仮想的な展示を短期間で
作成・公開することが可能です。収蔵品を単体で情報発信するのではなく、関連の
ある複数の収蔵品に解説を加えて展示することにより、各収蔵品における別の視点
といった新たな発見や感動を利用者にもたらすことができ、更なる魅力や価値の向上
につながります。過去に公開したギャラリーも遡って見ることができます。
実際の展示に出ることのない多くの収蔵品の魅力を最大限に伝えられることは館
そのものの価値を向上させ、利用者サービスの向上や学芸員のモチベーションを
高めることにもつながります。「Webギャラリー」は自宅からの鑑賞に留まらず、
教育現場や図書館・公文書館、企業などでの活用に広がることが期待できます。
デジタルアーカイブシステムは文化庁をはじめ、交付金を活用した構築が可能です。 
例えば文化観光推進法に基づいて認定された交付金を活用し、デジタルアーカイブ
システムを構築した事例もあり、今後も多くの交付金が活用できると考えます。
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XLSCSV

LMSデータ

収集ファイルA

マップ・変換

総合データベース

・挙手、発言
・課題対応履歴
・学びチャート
・授業履歴
・教材情報

教務データ

収集ファイルB

・入試
・学生基本情報
・履修、成績
・授業評価
　アンケート
・就職
・出席

成績と非成績データの相関を分析したイメージ

Fujitsu 文教ソリューション　大学IR
https://www.fujitsu.com/jp/solutions/industry/education/campus/management/

授業データと教務データの統合・
分析による「教育の質向上」支援
オンライン授業の拡大により、
学修データの収集・蓄積が進展

ニューノーマル時代を迎え、大学の授業は対面とオンラインの組み合わせによる 
ハイブリッド型授業が定着しつつあります。
ハイブリッド型授業の浸透に伴い、学生の授業への参加意欲、課題への対応履歴、
オンラインテストの結果などの重要な学修データが容易に収集可能となり、データを
活かした学修者一人ひとりに最適な学びやサービス提供が可能になっていきます。
これらの学修データの具体的利活用を契機として、今後、データに基づき大学経営
や教育の改善を推進していく「大学IR（Institutional Research）」がさらに進展
していくものと考えます。

富士通Japanは、高信頼の大学教務ソリューションならびに全学利用に最適な学修
支援ソリューション、さらに両システムの利活用を通じて得られる「学修データ」の
統合、分析を支援する統合データベースの提供により、大学IRに貢献します。
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潜在的ニーズ

受
動
的

能
動
的

顕在的ニーズ

例：新着案内
（一斉）

例：新着案内
（キーワード登録） 例：ブックリスト

AIによる探索

例：購入履歴等
による
リコメンド

例：キーワード
マッチング
による探索

「本・情報を得るための姿勢とニーズ」のマッピング

大学図書館の次世代型サービス実現に向けた青山学院大学との共同研究
～AIを活用した学びの支援～
https://www.fujitsu.com/jp/solutions/industry/education/seminar/
csken-library-202107/

青山学院大学と富士通マーケティングが「AIを活用した学びの支援」に 
ついて共同研究を開始
https://www.fujitsu.com/jp/group/fjm/resources/news/press-
releases/2019/191212.html

AIで図書館の「検索」を
「探索」に！

近未来の図書館サービスに向けた青山学院大学との共同研究

図書館システムの基本機能に「資料検索」があります。従来の検索はキーワード
マッチング方式で、いかに高速に全文検索をして資料を見つけ出せるかを追求して
きました。しかし、利用者のニーズやデバイスの多様化も踏まえ、一人ひとりの「学び」
に合わせた文献のナビゲーションを実現すべく、AI技術を活用した新たなサービスの
研究を開始しました。
これまでは図書館の本・資料から情報を得るために「館内を散策して、目にした書棚 
から本を選ぶ」という行動ができましたが、非来館ではそうもいきません。また、
ネット書店では閲覧・購買履歴に基づいてリコメンド*を行うサービスが普及して
いる中で、図書館は個人のプライバシー保護を重視しており、同様の仕組みを導入
することは困難です。
本研究では右図のように利用者と本の接点を改めてマッピングし、主に潜在的ニーズ 
に対して能動的アプローチができるAIの活用を目指しました。AIを使うことに
よって、従来の検索で提供できていなかった資料を含めて、拡散的・対話的に資料
を「探索」できるため、利用者自身が想像もしていなかった本との出会い（セレン
ディピティ*）を提供し、学びの好奇心や探究心を喚起する仕掛けとなります。
今回のAI探索はゴールではありません。今後も「近未来の図書館と新しい学び」の
共同研究を継続し、図書館と教育の未来に貢献していきます。

*リコメンド：利用者の興味や関心に沿っておすすめする機能
*セレンディピティ：偶然に、探しているものとは別の素敵なものを見つけること

共同研究参画者： 青山学院大学 革新技術と社会共創研究所　副所長　野末 俊比古 
https://www.aoyama.ac.jp/research/research-center/project-research-inst/itst
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授業の様子

教育支援プログラム
https://www.fujitsu.com/jp/about/csr/community/society/education/

社会の課題解決に貢献する
人材育成
社員参加による小中高生向け教育支援プログラムの実施

富士通では、社会貢献活動の取り組みとして、未来を担う子どもたちに、様々な「教育
支援プログラム」を提供しています。
「デザイン思考で考える富士通SDGsプログラム」では、未来社会を創造する力の
育成支援を目指し、富士通が社会課題解決に活用しているデザイン思考を体験し
つつ、身近にある社会課題を考える機会を提供しています。オンライン授業の利点
をいかして、複数校同時に授業を実施することによって、生徒間の情報共有をリア
ルタイムで行うことが可能になりました。
富士通グループ社員も講師として参加し、2006年から累計約1,070校、約59,000名
の小中学生を対象に実施しています。
「クエストエデュケーション」は、現実社会を題材に生きる力を育む探究学習プロ
グラムであり、企業が与えたミッションを中高生が1年間にわたり調査・分析し、アイ
デアをまとめ提案発表を行うものです。富士通は、ミッションの提供、審査を通じて
子どもたちの挑戦を支援しています。2022年度は、68校、約1,920名の中高生を
対象に実施しています。
これからも、教育現場のニーズにあった「教育支援プログラム」を通じて、社会に貢献
していきます。

小中高 大 学 社 会 コラム小中高 大 学 社 会 コラム

21



上：授業の様子
下：授業のグラフィックレコーディング

富士通Ｊａｐａｎ株式会社 Tokushima hub note
https://note.com/fjj_bizan_pj/

公益財団法人e-とくしま推進財団
https://www.e-tokushima.or.jp/

小中高 大 学 社 会 コラム小中高 大 学 社 会 コラム

地域の未来を担う人材育成に向けた
徳島県での取り組み
小中高生向けキャリア教育出前授業の実施　

富士通Japan徳島支社は、公益財団法人e-とくしま推進財団と、「未来を担う人材
育成支援で地域の課題解決、地方創生に寄与することを目的」として「徳島の未来
を担う人材育成に向けた連携協定」を締結しました。地域課題解決を徳島の方々で
実践する形を目指し、県内で課題解決をリードするDX人材育成に関して様々な
活動に取り組んでいます。
中でもキャリア教育出前授業は、県内小中高校向けに2年間で通算13回実施して 
います。児童生徒のITやDXへの関心向上・自律的なキャリア設計の支援を目的
とし、社員が最先端技術の紹介・自身のパーパスや人生に関するスピーチなどを
行います。参加した児童生徒はITを駆使して自分たちで世界を創造できる可能性
を実感。以下の声をいただきました。
　・日本の技術進歩に大きな可能性を感じ、とてもワクワクした。
　・自分の好きなことを仕事にするのはなんて素晴らしいんだ！と思いました。
　・ 日常のふとした場面でも、経験を分析して根拠に基づいた対策をとることで、 

より楽しく快適な生活を過ごすことができると思いました。
また、本取り組みは徳島に根付いた活動として財団からも評価され、2年連続で感謝
状をいただきました。
その他にも、企業や中山間地域での課題解決に資する人材育成のプラットフォームを
運営しています。今後も地域の方々と密に連携し、徳島県ならびに日本地域の発展に
貢献します。
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上：10days アプリ企画/ 開発イベントの様子
下：学生が開発したアプリ

女子大学生ICT駆動ソーシャルイノベーションコンソーシアム
https://wusic.jp/

女子大学生ICT駆動ソーシャルイノベーションコンソーシアム」を設立
～情報化社会を牽引する女性人材の育成へ、産学一体で始動～
https://fjct.fujitsu.com/press-release/20210222.html

イノベーション創出を目指した
高度女性 IT人材の育成
Society 5.0時代を牽引する高度女性IT人材を
産学一体で育成していくコンソーシアムを設立

近年、政府は国を挙げてDXを推進しており、学校教育におけるIT人材育成の仕組み
づくりが急務になっています。一方で、大半の大学がコロナ禍の課題として「学生の
通信環境・ICTスキル」や「実験・実習・実技系科目への対応」を挙げています*。 
また総務省の調査*によると情報通信業における労働者の女性比率は約2割に留
まっています。
これらの課題を解決するべく、2021年2月、Society 5.0時代を牽引していく高
度女性IT人材の育成を目的として「女子大学生ICT駆動ソーシャルイノベーショ
ンコンソーシアム」を産学連携で設立しました。
本コンソーシアムでは、クラウドを活用したプログラミング授業を実施すると共に、
大学の垣根を超えて学生同士でプログラミングを教え合う、就職活動体験談を共
有するなど学生主催イベントも定期的に実施しています。学生の自発的な学びを支
援し、結果的にITリテラシーの高い人材を育成します。「すべての女性が、ソーシャ
ルイノベーションを起こせる社会へ」をビジョンに、高度女性IT人材の育成に取り
組みます。
これまでの取り組みとして、富士通グループはアプリ開発におけるクラウドサービス
の提供やプログラミング授業実施のほか、アイデアソンや地方自治体へのアプリ開
発提案、就職活動に関するイベントなどを実施しています。これからも、高度情報社
会におけるイノベーションを支援するための取り組みを進めていきます。

*コロナ禍の課題：文部科学省「コロナ対応の現状、課題、今後の方向性について」より
*総務省の調査：総務省行政評価局「女性活躍の推進に関する政策評価書」より
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上：インターンシップ成果発表の様子
下：「２days Academy」での学生発表資料の抜粋

多様な職場体験や
キャリア教育の場の提供
リモートワークの浸透が進む富士通の
「今の現場」を学生が体験

厚生労働省の調査*によると、新卒大学生の約3割が3年以内に離職しており、 
背景には学生の就業に対する正しい理解の不足などが挙げられています。
富士通では早くからインターンシップに取り組み、毎年若年層を含む300名以上の
学生を受け入れ、職業意識の向上と職業選択に役立つ経験につなげています。
■Fujitsu Online Internship in Summer
2022年度インターンシップは、昨年に引き続き全面オンラインで実施しました。 
ビジネス体感型「Field Learningコース」、スキル実践型「Skill Challenge
コース」の2コースとし、学生のキャリア形成を支援するプログラムとして実施して
います。
インターンシップを通じて新たな気づきや業務の経験を得て、その後のキャリア選
択にいかしていただいています。
■Fujitsu Academy
イノベーションを生み出し、社会課題の解決を担うリーダーになるための実践型
プログラムです。大学1・2年生、高専生、専門学校生向けとなっており、全面オン
ラインで開催しました。
自分と社会を知り、社会課題を解決するために必要なことを学ぶ「2days Academy」
とその学びを学生生活の中で実践していく「6months Challenge」を実施し、 
学内での学びと企業におけるキャリア教育の学びを循環させながら社会との接続・
キャリアへの意識向上にいかしていただいています。

*厚生労働省の調査：厚生労働省「新規学卒就職者の離職状況を公表します」より

小中高 大 学 社 会 コラム小中高 大 学 社 会 コラム

Fujitsu Event/Intern　※随時ページ更新予定

https://fujitsu.recruiting.jp.fujitsu.com/intern/#section-tab
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上：障がいを疑似体験するVR映像の１シーン
下：旅のしおり

発達障がいがある子どもたちのサッカー応援ツアー
ユニバーサルツーリズム
https://www.fujitsu.com/jp/about/businesspolicy/tech/design/
activities/udtour/

ユニバーサルツーリズムで
子どもたちの体験拡大を支援
発達障がいがある子どもたちのサッカー応援ツアー

発達障がい児者は日本全国で約48万人いるといわれています。発達障がい児者の
中には感覚過敏のある方も多く、感覚とは内的なものであり、他者が想像しづらい
ため、周囲の人たちへの理解が浸透しづらく、困りごとを引き起こす原因になること
もあります。そのため、外出や旅行といった非日常の場をためらうケースが多い現実
があります。富士通は共生社会へ向けた障がい理解の促進のために、「発達障がい
児を対象としたサッカー×ユニバーサルツーリズム」を各社・団体と連携し実施し
ています。
イベントでは障がいの理解促進のための「障がいを疑似体験するVR映像」、初めて
の体験が苦手な子どもたちでもスケジュールを見通せる「旅のしおり」、抽象的な感
情と経験を可視化する感情表出支援アプリを提供してきました。
参加した子どもたちや家族からは、初めてのサッカー観戦でも安心して参加できた、
参加をきっかけに学校での体育や部活にも前向きになれた、といった子どもたちの
成長に良い影響があったとの感謝の声をいただいています。
社会の問題や課題を発見し可視化・問題提起していく活動、ソーシャルアクションに
は終わりはありません。富士通はこれからも子どもたちやその家族に寄り添い、共
生社会の実現に向け、その時その時の最適解を模索していきます。
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安心安全な鉄道利用に向けた
 「エキマトペ」
共通体験の提供によるダイバーシティへの理解促進を目指して

エキマトペは、駅のアナウンスや電車の音といった環境音を、文字や手話映像、
擬音語、擬声語といったオノマトペ*として視覚的にディスプレイ表示できる装置
です。聴覚障がい者が、必要な情報をタイムリーに感じ取ることができる安全安心 
で毎日の鉄道利用が楽しい体験になるように、富士通・東日本旅客鉄道（ JR東日本）・
JR東日本クロスステーション・大日本印刷（DNP）と、川崎市立聾学校の子どもたち
が一緒にアイデアを考え、開発しました。
環境音をマイクで集音し、AI分析でリアルタイムに各種変換して、ホーム上に設置
された自動販売機上部の専用ディスプレイに表示します。音情報の視覚化にあたっ
ては、富士通のスーパーコンピュータ「FUJITSU Supercomputer PRIMEHPC 
FX1000」で構築したAIの学習モデルを活用して識別します。ホームに流れる定型
アナウンスは、テキストに変換されると同時に事前収録したJR東日本の駅社員に 
よる手話動画とともに表現され、電車の発着音やドアの開閉音などは、手書きアニメー
ションで表現されます。さらに、駅社員によるアナウンスを、富士通の「Fujitsu Soft
ware LiveTalk」でリアルタイムにテキスト変換し、DNPの「DNP感情表現フォント
システム」を通じて、文章の内容に適した感情豊かなフォントで表現されます。
エキマトペを通じて、聴覚に障がいをもつ方をはじめとする駅をご利用のお客様へ
快適な体験を提供することで、より安全安心な鉄道利用を実現するとともに、ダイ
バーシティ&インクルージョンへの相互理解の促進を目指します。

*オノマトペ：様々な状態や動きなどを音で表現した言葉のこと

上：ディスプレイ表示イメージ
中： 2022年 JR上野駅
下：エキマトペのしくみ

エキマトペ
https://ekimatopeia.jp/

安全安心な鉄道利用に向けた「エキマトペ」の実証実験を開始
https://pr.fujitsu.com/jp/news/2022/06/9.html
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上：体験教室の風景
下：プログラミングのオリジナルカリキュラム

B.Hope Action「DRIVE TO DREAM」「プロチャレ！（プログラミング
チャレンジ）supported by 富士通」
https://www.bleague.jp/b-hope/hope-action/action_detail/id=176968

プログラミングで地域課題解決や
子どもたちの成長機会創出を支援
B.LEAGUE×富士通による子ども向け
プログラミングイベントの開催

子ども向けプログラミングスクール「富士通オープンカレッジF@IT Kids Club 
（ファイトキッズクラブ）」は、B.LEAGUEとコラボレーションし、SDGs実現に向 
け、子どもたちの成長の機会を創出するため、バスケットボールをテーマにした 
プログラミングコンテストおよび体験教室を開催しました。
2022年1月にはALL-STAR GAMEの開催が予定されていた沖縄県で体験教室を実施し 
ました。沖縄県では県民のITへの苦手意識の改善と、子どもたちの創造性を育むこと 
を目的とした未来のIT人材育成を推進しています。今回の取り組みでは誰にでも親し 
みやすいスポーツを題材とした質の高いプログラミング教育を提供しました。プロ 
グラミングコンテストでは、B.LEAGUEが持つエンターテイメント力と、F@IT Kids 
Clubの子ども向けプログラミング教育ノウハウを掛け合わせ、チャレンジしやすい 
応募テーマにしました。その結果、ITへのイメージを改善し多くの子どもたちの関心 
を惹くことができました。
今回の活動を通じて、子どもたちは学ぶことの楽しさに加えて、何か1つのことに 
挑戦する楽しさも実感することができました。さらには、学年や経験に関係なくス 
ポーツという親しみやすい題材をベースにしたことで、ITへの関心や意欲が向上する 
と共に未来のIT人材創出につながる一歩となりました。
今後も富士通オープンカレッジF@IT Kids Clubは、様々な分野とのコラボレーショ 
ンを通じてプログラミング教育の場を提供し続けていきます。
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BDS*

Wifi

図書館システム
iLiswave-J 

スマートフォン

Ufinity
スマートフォンアプリ 学内LAN

対象書籍の管理用バーコードをスマートフォンのカメラ
で読み取る写真と全体ご利用のイメージ図

*BDS:ブックディテクションシステム

図書館の未手続き持ち出し（無断持ち出し）を防止する装置

神奈川大学導入事例
https://www.fujitsu.com/jp/solutions/industry/education/campus/
case-studies/kanagawa-u/

学校法人神奈川大学
https://www.kanagawa-u.ac.jp/

利便性の向上と業務効率化による
サービス拡充
神奈川大学スマートフォンアプリによる
図書の貸出サービスを導入

神奈川大学では、「みなとみらいキャンパス」の開校にあわせ、キャンパス内に
「みなとみらい図書館」を開設しました。ビル型キャンパスの収容能力の低さをカ
バーするため、図書館外のソーシャルコモンズなど共有部にも配架しています。
図書館の利便性を向上し、利用者や図書・資料の貸出数の増加を図ると共に、
貸出作業を軽減し、そのリソースを対面サービスの強化に充てたいとの課題があり
ました。
今回、利用者の利便性向上のため、教員や学生の多くが所有するスマートフォンを 
利用し、OPAC機能を提供する「Ufinityスマートフォンアプリ」に貸出機能を追加
することで、図書・資料の貸出サービスが貸出カウンターに立ち寄ることなく可能
となり、図書館の貸出業務の効率化を実現しました。業務効率化により生まれたリ 
ソースをリエゾン・ライブラリアン*を配置した、相談業務の強化に活用しています。
Ufinityスマートフォンアプリは、大学図書館パッケージのFujitsu文教ソリュー
ション「iLiswave-J」のOPAC機能をスマートフォンで利用するサービスです。今回、
追加した貸出機能では、アプリにログインし、スマートフォンのカメラで管理用バー
コードを読み取ることで、図書館システムから所蔵データと利用者情報を参照し、
貸出処理が実施されます。これにより、自動貸出機と同等の規則設定が可能となっ
ています。
今後も、富士通JapanはDX企業への変革を加速し、お客様と共に様々な課題解決
に向けて積極的に取り組みます。

*リエゾン・ライブラリアン：大学・大学院の教育において、教員と連携して学生の指導に当たる
大学図書館司書
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Fujitsu Quantum-Inspired
Computing Digital Annealer
https://www.fujitsu.com/jp/digitalannealer/

早稲田大学との研究成果
https://www.fujitsu.com/jp/about/research/article/202207-waseda.html

トロント大学との研究成果
https://www.utoronto.ca/news/using-quantum-inspired-computing-u-t-
engineering-and-fujitsu-discover-improved-catalyst-clean

産学連携により実社会の課題を
デジタルアニーラで解決
組合せ最適化問題への適用

富士通は、組合せ最適化問題を高速に解く、量子現象に着想を得たアーキテクチャー
「デジタルアニーラ」を活用したサービスを2018年度より提供しています。組合せ
最適化問題とは、複数の選択肢の中から最適な組み合わせを決めるものです。組み
合わせ数が膨大になると、高性能なコンピュータでも現実的な時間内で最適化を算出
するのが難しくなります。
富士通は「デジタルアニーラ」を活用して実社会の課題解決に産学連携で挑んでい
ます。早稲田大学とは、「デジタルアニーラ」の共同研究に関し包括的連携活動協定 
を締結しています。同大学の全研究を対象にテーマを広く募集し、音声対話システム
のパーソナライゼーション、省エネルギーのための電力供給量の最適分配など様々
な分野で研究を進め、成果を上げています。また、量子コンピュータやAIの分野で 
世界トップクラスのトロント大学とは、金融・材料・通信分野などでの共同研究を
進め、特に材料分野では新しい触媒材料の探索に貢献しています。
「デジタルアニーラ」を様々な応用領域に適用するためには、その領域の専門家に
よる適切な課題設定と定式化が必要です。大学との共同研究により実社会の課題
解決にさらに役立つ形とし、産業界の発展に貢献します。

デジタルアニーラ

早稲田大学トロント大学

実社会の課題

エネルギー 製造医療

金融

災害
対策交通／

物流

化学／
製薬

セキュリティデジタル
マーケティング

デジタルアニーラをベースとした連携
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スーパーコンピュータ「富岳」（提供: 理化学研究所）

FUJITSU Processor 
A64FX

FUJITSU Supercomputer
PRIMEHPC FX700

FUJITSU Supercomputer
PRIMEHPC FX1000

スーパーコンピュータ「富岳」
https://www.fujitsu.com/jp/fugaku/

スーパーコンピュータ「富岳」
開発の取り組み
世界トップレベルの技術開発への挑戦

2020年6月にTOP500をはじめとする4つの主要なスーパーコンピュータランキン
グで1位を獲得し、それ以降、2年4期にわたり4冠を達成したスーパーコンピュータ
「富岳」。2011年に世界一となった「京」コンピュータの後継機として、富士通と
理化学研究所が共同で開発しました。「富岳」は理化学研究所計算科学研究セン
ターに設置され、国の最先端の研究施設として、広く学術・産業分野向けに活用
されています。
スーパーコンピュータの開発はテクノロジーの牽引役です。「富岳」の開発のよう
に、世界トップレベルの技術開発に挑戦ができるプロジェクトはそう多くはありま
せん。「富岳」では、システムとアプリケーションの開発を初期段階から協調して
同時に進める「コデザイン」という手法を用いました。そこで求められた高い性能
と電力効率は、ほとんど不可能とも思えるものでしたが、世界トップレベルのもの
を作るという大きな目標がモチベーションとなり、達成することができました。
また富士通では「富岳」と同じCPUを用いたスーパーコンピュータを「FUJITSU 
Supercomputer PRIMEHPC FX1000」「PRIMEHPC FX700」として商品化
しました。国内外の大学、高専などで教育や研究に役立てられているほか、研究所、
企業などへも導入されています。
富士通はこれからも、テクノロジーの発展を通じて、持続可能な世界の実現に貢献
していきます。
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上：フラッグフットボール指導風景
下：川崎市「地域の寺子屋事業」指導風景

Fujitsu Sports
https://sports.jp.fujitsu.com/ 

スポーツの楽しさを伝え、
互いに学び合う心を育む
Fujitsu Sports
「ふれあいスポーツ教室・地域の寺子屋事業」

富士通アメリカンフットボール部「フロンティアーズ」および富士通女子バスケット
ボール部「レッドウェーブ」は、川崎市に認定された「かわさきスポーツパートナー」
として、地域の児童教育を支援しています。
2010年に始まった「ふれあいスポーツ教室」では、現役のアスリートが体育の授業
に特別講師として参加。毎年オフシーズンの恒例行事として、夏と冬の年2回、計10
校程度の小学校を訪問しています。
2021年からは活動範囲を広げ、放課後や休日に開かれる「地域の寺子屋事業」に
も参画。行政はもちろん、地域住民やNPOと協働して、フラッグフットボール*や
バスケットボールの指導、走り方教室などを展開しています。
富士通のアスリートは子どもたちに、身体を動かす楽しさ、仲間と一緒に競い合う 
喜びを伝えています。学校の先生からも「コロナ禍で身体を動かす機会が限られる
中、こうしたスポーツ教室の重要性は一層高まっている」と期待を寄せられています。
困難にぶつかっても簡単に諦めず、勇敢にチャレンジする心を持った子どもたちが
育つことを願って、富士通はこれからも活動を活動していきます

*フラッグフットボール：アメフトの戦略性と、誰もが楽しめる安全性を兼ね備えたスポーツ
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FujitsuEducation
https://www.youtube.com/user/FujitsuEducation

富士通の文教ソリューションYouTubeチャンネルでは、
サービス紹介の動画をはじめ、
お客様の活用事例動画をご紹介しています。

YouTube
公式チャンネル
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上：各校での対話シーン
下：生徒の「未来への一歩」

小中高 大 学 社 会 コラム
学びの未来に向けて

対話を通じ未来への力を
醸成する取り組み
中高生×富士通 未来の語り場プロジェクト

先の見えない時代に、未来の課題に取り組み、解決していくことは企業や自治体が
挑むべき大きな目標です。しかし、それは今の大人たちだけが考え、答えを決めて
よいのでしょうか。私たちは、日本の社会課題解決について生徒と共に考え、将来
を共に語り合うことを通じて、中高生の「未来を生きる力」を醸成する「未来の語り
場プロジェクト」を進めています。
未来の語り場プロジェクトでは、自発的に手を挙げた社員が自ら学校との調整や内容
の検討、資料作成まで行い、生徒と未来について同じ目線で語り合い、生徒自身の
未来に向けた一歩目のアクションを引き出します。富士通と社員自身の「パーパス」
を起点に、学校の想いも丁寧にくみ取り「語り場」として創り上げます。
2021年9月に富士通Japanからプロジェクトが立ち上がり、これまで全国22校で
実施し、約1600名の生徒と未来についての対話を行いました。本プロジェクトは
現在富士通グループ全体の取り組みとして活動を広げ、一人ひとりの生徒と真剣に
向き合いながらその輪を広げています。
中学校や高等学校、少人数や大人数、現地開催やオンライン開催など様々な状況を
プロジェクトとして経験しました。これからさらに多くの「語り場」を通じて、日本の
社会課題の解決に貢献できるよう継続して取り組んでいきます。

「未来の語り場」プロジェクト
https://www.fujitsu.com/jp/about/csr/community/society/education/dialogue/
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住民・自治体のニーズをマッチングし、課題解決を推進

地域DX人材

当社自治体住民
DXを通して地域課題
解決に向けて活動

自治体と共に
現行政サービスとの
調整や予算化を実施

住民の声を元に
課題・ニーズを発掘

北海道

岐阜県

新潟県

長野県

他 1地域
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上：地域DX人材の役割
下：DX人材派遣地域

■ 12地域15名派遣中

地域DX人材プロデュース
地域移住型DX人材の派遣
～地域DX人材と創る地域の未来～
https://www.fujitsu.com/jp/group/fjj/solutions/industry/local-
government/hr-production/

「DXで北海道神恵内村の人々を幸せにしたい。」
持続可能なまちづくりに取り組む、富士通Ｊａｐａｎの挑戦
https://www.fujitsu.com/jp/microsite/fujitsutransformationnews/2021-11-22/01/

小中高 大 学 社 会 コラム
富士通グループの挑戦

移住型「地域デジタル人材」派遣で
お客様・地域・日本を変革！
富士通Japanによる地域移住型DX変革プログラムの挑戦

富士通Japanは、豊かで持続可能な地域社会の実現に向けて、社員を自治体へ派遣*
し、地域の内側からDXによる課題解決の実現を目指します。
本取り組みでは、全社公募で選ばれた社員が「地域デジタル人材」として地域へ移住し
て自治体の要職に着任します。そして、地域と同じ目線に立って共に考え、学び、議論
しながら、DXのスキル・ノウハウを駆使して地域をリードし、ビジョンマップやDX計画
の策定などを実施し、様々な地域課題を解決します。
また、地域デジタル人材の円滑な活動推進のため、派遣地域間の情報共有会、専任
バックアップなど、富士通Japanとして一貫した体制を構築しました。
2021年から始めた本取り組みは現在12地域15名に拡大し、今後も増加予定です。
将来的には日本全国に広げていきたいと考えています。
 【地域課題解決の取組例】
コミュニティDX（北海道 神恵内村）
　 衰退する地域コミュニティ再生のため、デジタル端末による住民同士のコミュニ

ケーション活性化/高齢者の見守りを実現。教育分野の課題にも着手。
バーチャル市役所（長野県 伊那市）
　 戦略的シティプロモーションとして、市の魅力をバーチャル空間で探索しながら体験

できる、webブラウザで動作するVRコンテンツをリリース。
自治体デジタル化推進計画策定（高知県 黒潮町）
　 自治体の総合計画などをベースに職員から現状の課題を抽出し、デジタル化推進 

計画を策定。町のホームページにて公開。

*派遣：当社では出向等で対応しています。
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Fujitsu Innovation Circuitのステージ

新規事業創出プログラム「Fujitsu Innovation Circuit」
https://www.fujitsu.com/jp/innovation/fujitsu-innovation-circuit/

小中高 大 学 社 会 コラム
富士通グループの挑戦

社内起業家育成と
新規事業創出を目指すプログラム

「Fujitsu Innovation Circuit」

新規事業創出プログラム「Fujitsu Innovation Circuit」は2021年11月より開始
したイントラプレナー*の育成と新規事業の創出を目指すプログラムです。本プロ
グラムはAcademy、Challenge、Growthの3つのステージで構成され、富士通
グループに所属する全世界の社員約13万人を育成対象としています。

Academy、Challengeの2つのステージでは、起業家教育全米No.1のバブソン
大学にて教鞭をとるアントレプレナーシップ准教授山川恭弘氏の全面監修のもと、
アントレプレナーシップ*の学習と実践により3年間で1,000名のイントラプレナー
の育成を目標としています。

Academyステージは同氏による講義・演習、Challengeステージはプロフェッ
ショナルメンターのサポートなどの支援を受けながら、自らの事業アイデアを成長
させていく事業創造の実践（6ヵ月専任）が特長です。

Academy、Challengeとステージアップした参加者は、Growthステージへの
挑戦を通じて、プロダクト開発や事業化に臨みます。

本プログラムにより、創造的でオープンマインドな思考や革新的な問題解決力、挑戦
するマインドを身につけた人材を数多く生み出すと共に、新規事業創出のプロセスを
実践しながら学ぶ環境を整備することで、「挑戦が当たり前」、「挑戦する人を全力で
支援する」という企業風土の醸成を目指します。

*イントラプレナー：社内起業家
*アントレプレナーシップ：起業家的思考
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1on1 学び

仕事
（ジョブ）

1on1 学び

キャリア
目標

パーパス

ポスティング

ポスティング

一人ひとりがチャレンジしながら成長し
キャリア目標を実現

Career & Growth Wellbeing
https://www.fujitsu.com/jp/about/csr/education/

Financial Wellbeing
https://www.fujitsu.com/jp/about/csr/financial-wb/

小中高 大 学 社 会 コラム
富士通グループの実践

富士通グループの人材育成
一人ひとりが成長しキャリア目標を実現するために

富士通グループは、イノベーションによって社会に信頼をもたらし、世界をより持続
可能にしていく、というパーパスを定めました。テクノロジーで社会やお客様の発展
に貢献していくためには、「人」が最も重要です。多彩な人材が社会やお客様の課題
を解決するために目的を共有して俊敏に集い、社会のいたるところでイノベーション
を創出することを目指し、人事基盤を整え、社員の成長を支援しています。
例えば、ビジネススキルから最新テクノロジーまでいつでもどこでも社内外の有識者 
から学べる環境の提供、上司と方向性をすり合わせたり支援を受けたりする1on1
ミーティング、目指すポジションに自ら手を挙げて挑戦できる社内ポスティング制度
を展開しています。一人ひとりが目指すキャリアの実現に向け、力を身に付け、周囲
からのサポートを得ながら挑戦することを仕組みと人の力を組み合わせながら後押し
しています。
また、当社は従業員一人ひとりの挑戦と成長を後押しする「ジョブ型人材マネジメント」
の考え方に基づく新たな人事制度を、国内グループ（一部を除く）向けに導入してい
ます。より大きな職責にチャレンジすることを促し、そこで成果を上げた人にタイム
リーに報いる仕組みとなっています。
すべての社員が魅力的な仕事に挑戦し、常に学び成長し続け、国や組織を超えて
協働することにより個の力を強化し、その個同士の切磋琢磨により組織として強く
なっていくことを目指して取り組んでいます。
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Work Life Shiftにおける三本柱

一人ひとりのWell-beingに向き合うDX企業としての働き方へ「Work 
Life Shift」の進化
https://pr.fujitsu.com/jp/news/2021/10/6.html

小中高 大 学 社 会 コラム
富士通グループの実践

富士通グループの働き方改革
一人ひとりのWell-beingに向き合うDX企業としての働き方へ

2020年7月、富士通グループではニューノーマルにおける新たな働き方のコンセ
プト「WorkLifeShift」を発表しました。
「働く」ということだけでなく、「仕事」と「生活」をトータルにシフトし、Well-
beingを実現するコンセプトのもと、場所や時間に捉われることなく、お客様へ
の提供価値の創造と自らの変革に継続的に取り組むことができる働き方の実現 
に向けて、人事制度とオフィス環境整備の両面から様々な施策を実施してまいりま
した。
実施する中で見えてきた課題や社員の声、アフターコロナも見据え、2021年10月、 
オフィスでのリアルなコミュニケーションの効果的な活用を組み合わせた真の 
HybridWorkの実現や、Lifeのさらなる充実などを目指し、「WorkLifeShift 
2.0」を発表し、より進化した施策を展開しています。
１．HybridWorkの実践とエクスペリエンス・プレイスへの進化
　　・ 業務の目的に応じてオンライン／対面でのコミュニケーションを使い分ける 

HybridWorkを推進
　　・ オフィスの中で研修やワークショップ、タウンホールミーティングを開催、 

オフィスを多様な体験ができる場へと転換
２．DX企業としての働き方の進化
　　・プロダクティビティ向上に加えクリエイティビティを高める働き方へ
　　・企業や地方自治体とのコラボレーションを通じた課題解決の推進
３．WorkとLifeのシナジー追求
　　・ 柔軟な働き方を活かしてLifeを充実させ、生み出される相乗効果により、 

社員一人ひとりのWell-being実現へ
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